
ト闘争貫徹，/r国鉄35万人体制J粉砕/三里塚・ジエッ

82.5.21 

千

葉

市

裏

町

ニ

I

八
円
動
力
車
会
館
》

ハ
鉄
電
)
二
九
三
五

t
六
・
雀

8
a主
詰
七
二

O
七

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

NO.l04-Q 

全
国
に
ま
さ
行
こ
否
反
戦
・
反
核
の
伺
い
乞
、

ご
一
里
塚
二
期
阻
止
の
聞
い
仁
合
流
さ
む
よ
う

五
・
二
三
反
核
東
京
行
動
へ
む
け
た
全
国
の
あ
ら
ゆ
る
職
場
・
地
域
の
取
組
み
が
活
発

K
行
わ
れ
て
い

る
。
去
る
五
月
八
日
、
動
労
千
葉
か
ら
も
参
加
し
て
開
か
れ
た
五
・
二
三
反
核
東
京
行
動
実
行
委
員
会

第
二
回
全
体
会
議

K
は
、
一
一
-
一
五
三
団
体
・
四
八

O
名
が
出
席
し
、
当
日
参
加
予
定
人
員
を
三
七
万
人
と
発

表
し
た
。
ア
メ
リ
カ
・
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
核
戦
争
政
策
と
鈴
木
自
民
党
政
府
の
改
憲
・
核
武
装
化
・
軍

事
大
国
化
攻
撃
の
強
ま
り
の
中
で
、
反
戦
・
反
核
の
声
は
、
全
世
界
で
、
投
げ
い
よ
り
も
日
本
で
、
も
は
や

押
し
と
ど
め
よ
う
の
友
い
大
き
左
闘
い
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
と
の
全
国
の
労
働
者
人

民
の
反
戦
・
反
核
の
声
と
闘
い
を
反
戦
・
反
核
の
昨
日
h
H
三
里
塚
闘
争

K
大
き
く
合
流
さ
せ
、
五
・
二
四
、

三
里
塚
現
地
問
闘
争
を
か
ち
と
り
、
二
期
工
事
着
工
阻
止
を
闘
い
と
ろ
う
で
は
左
い
か
。
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支
配
階
級
に
よ
る

全
面
的
左
反
動
攻
勢
の
強
ま
り
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に

よ

十

込

戦

争

体

制

づ

く

り

の

攻

撃

勺

ム

尻
己
目
.
1
t
t
ν
:，t.1.十
社
お
軒
hv，rト
.N.げ
で
、
十
七
日
の
く

第
四
部
会
報
告
を
か
わ
き
り
と
し
て
、
各
部
会
乙
と
の
報

告
が
つ
き
っ
き
と
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
二
臨
調
攻
撃
の
狙
い
は
、
と
れ
立
で
再
一
一

-
K
わ
た
っ

て
明
ら
か

K
し
て
き
た
よ
う
に
、
⑪
支
配
体
制
の
の
き

J

つ

ま
り
と
危
機
を
憲
法
改
悪
・
軍
事
大
国
化
・
戦
争
と
反
動

攻
勢
を
も
っ
て
の
り
き
ろ
う
と
す
る
た
め
の
国
内
支
配
休

制
の
抜
本
的
再
編
を
強
権
を
も
っ
て
な
し
と
げ
よ
う
と
す

る
攻
撃
。

②
そ
の
た
め

K
、
日
本
労
働
運
動
の
戦
闘
的
中
軸
を
な

す
官
公
労
運
動
、
と
り
わ
け
、
国
鉄
労
働
運
動
を
「
ヤ
ミ

.
カ
ラ
・
悪
慣
行
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
・
既
得
権
剥
奪
を
も
っ

て
解
体
・
破
壊
し
よ
う
と
す
る
攻
撃
。

③
国
労
・
動
労
中
央
と
り
わ
け
、
勤
労
「
本
部
L

革
マ

ル
反
動
分
子
の
「
働
と
う
運
動
」

H
既
得
権
返

J
運
動
や

「
正
す
へ
き
は
正
す
L

在
る
間
服
と
協
力
路
線
を
も
っ
て

国
鉄
労
働
者
の
決
起
を
圧
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

④
し
か
し
、
全
国
の
多
く
の
国
鉄
労
働
者
は
、
と
の
国

労
・
動
労
中
央
の
圧
殺
策
動
を
は
ね
の
け
、
怒
り
の
反
撃

を
準
備
し
て
い
る
。

@
わ
が
動
労
千
葉
は
、
六
・
五
集
会
の
圧
倒
的
成
功
と

と
れ
を
出
発
点
と
す
る
総
反
撃
へ
と
全
力
で
取
組
み
を
開

始
し
て
い
る
。

⑥
国
鉄
労
働
者
の
総
反
撃
|
陪
級
的
激
突
は
さ
け
ら
れ

な
い
情
勢

K
き
て
い
る
。

ω
三
里
塚
二
期
着
工
攻
撃

昨
年
末
以
来
の
「
話
し
合
い
」

H
反
対
同
盟
解
体
攻
撃

を
完
全
に
粉
砕
し
て
闘
い
抜
い
て
い
る
三
里
塚
反
対
同
盟

に
対
し
、
今
日
、
政
府
・
公
団
は
、
成
田
用
水
事
業
・
農

地
貸
付
け
念
ど
反
対
同
盟
解
体
、
・
二
期
着
工
攻
撃
を
一
層

強
め
て
い
る
。

わ
れ
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れ
は
、
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の
砦
H
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参

院

今

回

区

廃

止

法

案

強

行

・

改

憲

攻

撃

砕

自
紅
白
化
ペ
一
十
一
一

ulu--也
.1，
目
白

j
lん
.I.C.-
日

ま

で

粉

の
「
九
四
日
間

L

K
も
合
よ
ぶ
極
め
て
異
例
友
会
期
の
大
れ

巾
延
長
を
強
行
し
た
。

参
院
全
国
区
の
廃
止
法
案
は
、
小
選
挙
区
制
の
導
入
へ
ほ

道
を
ひ
ら
き
、
向
民
党
の
安
定
』
多
数
・
国
会
の
三
分
の
二

M
M

勢
力
の
確
保
・
憲
法
改
悪
へ
の
地
手
り
し
を
し
よ
う
と
す
偽

る

攻

撃

で

あ

る

。

組

と
の
他
、
自
衛
隊
の
大
巾
増
強
・
リ
ム
パ
ッ
ク
八
二
演
で

習
へ
の
参
加
・
三
自
衛
隊
の
統
合
演
習
左
ど
を
強
行
し
、
結

独
自
の
軍
事
力

l
核
武
装
化
へ
む
け
た
攻
撃
を
強
め
て
い
団

交

な
と
の
よ
う

K
、
ア
メ
リ
カ
・
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
軍
拡
・
聞

核
戦
争
政
策
に
よ
っ
て
全
世
界
を
核
戦
争
の
危
機
へ
と
ま
強

き
込
ん
で
い
る
中
で
、
日
本
の
支
配
階
級
も
軍
事
大
国
化
の

.
改
憲
・
核
武
装
を
も
っ
て
戦
争
と
反
動
へ
の
道
を
突
き
…
M

進
ん
で
い
る
。

員合担金

戦
争
と
反
動
へ

の
道
を
許
す
左

今

ζ

そ
、


